
房総双葉学園後援会 総会
２０１８年０６月０３日（日）１３：１０～１４：００

房総双葉学園 地域交流ホール
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本日のアジェンダ
1. 施設長挨拶

2. 後援会会長挨拶

3. 後援会新任役員挨拶

4. 平成２９年度事業報告

5. 平成３０年度事業計画（案）

6. 平成２９年度決算・監査報告

7. 平成３０年度予算（案）

8. 質疑応答
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1. 施設長 挨拶

児童養護施設 房総双葉学園

施設長 柴田 敬道
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2. 後援会会長 挨拶

房総双葉学園後援会

会長 松田 浩志

（ホテル メイプルイン幕張 代表取締役）
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3-a. 後援会新任役員挨拶

退任（任期満了） 役員 楠原 廣子

退任（任期満了） 役員 宍倉 勝江

新任 役員 増田 京子
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3-b. 後援会役員

会長 松田 浩志

副会長 上野 真希子

副会長 続谷 千絵

会計 犬伏 謙介

役員 永田 貢子

役員 増田 京子

役員 村山 あい子
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事務局 野中 弘実

事務局 野村 恵美

監査 佐々木 由香里



4-a. 平成２９年度後援会活動【目的・目標】
後援会活動の目的：

集まった寄付金の公正かつ効果的な使い方に関する情報収集、議論

継続的、発展的な寄付金収集

平成２９年度の目標：

前年度確立した自立支援事業の確実な遂行

房総双葉学園児童、職員との交流を通じて現状・ニーズの理解を深める

新事業、運営形態の模索

年間目標寄付額： ５０万円
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4-b. 平成２９年度事業報告
【総会】

第２回総会 平成２９年６月４日（日）：出席２３名、委任状３０名
H28事業報告、H29事業計画

H28スタート応援基金の報告、H29事業計画（3名対象）

新規事業承認：成人式お祝い金（一律2万円、４名対象）

新規事業承認：緊急時給付金（必要時、施設長からの依頼、予算10万円）

会員からの声：自立支援だけではなく在園生にもサポートを広げては？

会員からの声：卒園生の交流の機会を作っては？（お金と心の支え）

会員からの声：寄付を増やす為のチャリティーイベント等を開催しては？

会員からの声：大口の寄付と税控除について（法人化の必要性）
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4-b. 平成２９年度事業報告
【役員会】

第１回役員会 平成２９年７月１日（土）
スタート応援基金担当制、卒園生体験談を聴く会、HP開設、法人化

第２回役員会 平成２９年９月２２日（金）
スタート応援基金担当決定、HP経過、法人化勉強会、スタート応援基金説明会

第３回役員会 平成２９年１１月２８日（火）
60周年記念式典報告、HP報告、卒園生体験談を聴く会、スタート応援基金申請会

第４回役員会 平成３０年１月２８日（日）
面接事前打ち合わせ、卒園生体験談を聴く会、スタート応援基金面接

第５回役員会 平成３０年３月２０日（火）
卒園生体験談を聴く会報告、スタート応援基金報告、次年度活動の柱立て

第６回役員会 平成３０年５月１０日（木）
交流会詳細について、平成30年度後援会活動、予算案について
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4-b. 平成２９年度事業報告
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【スタート応援基金】
２９年度末に卒園する者

卒園後入学した学校を卒業し社会に巣立つ者

２９年度対象者 ３名

説明会実施（9月22日）

担当グループ制

申請（11月28日）

面接（1月28日）



Ｙ・Ｈさん

２０１８年 ３月 千葉県立いずみ高校 卒業
２０１８年 ４月 東洋トラフィックサービス 就職

寮生活が始まる。
気に入った家電製品を購入したい。

空港の荷物検査の
仕事です・・・

冷蔵庫・掃除機
レンジ・ポット等家電製品 53,072
その他小物（鍋・ハンガー等） 7,249

60,321

うち 60,000円を
スタート応援基金より支給





Ｈ・Ｓくん

２０１８年 ３月 千葉県立特別支援学校流山高等学園 卒業
２０１８年 ４月 株式会社 ＮＫ 就職

・スーツ一式 購入しました。
これからの社会生活に
１着は必要なので・・。

・職場は学校からの実習先。
建築現場関連の仕事。
住居がなかなか決まらず
３月末、会社の寮が決まる。

← 卒園式の日、
スーツを着ました・・・。

色違いのネクタイは
職員に貸してあげました。
↓



スーツ上下 26,000
ワイシャツ
ネクタイ２本
ベルト
ソックス
アンダーウェア 他 26,700
直し代 3,000
税 4,456

60,156
うち 60,000円を

スタート応援基金より支給

朝が苦手だったけど、

何とかやってるよ！



Ｉ・Ｈくん

２０１８年 ３月 千葉明徳短期大学保育創造学科 卒業
２０１８年 ４月 自衛隊 入隊

・携帯電話機種変更の一部

入隊先に持って行けるのは携帯くらい。
今までの携帯が故障してきていたので、
これを機に、新しい機種に交換したい
と思い購入。その代金に利用したい。

支給決定し、後援会長から６万円受け取る →



携帯代金 90,720
ポイント値引 -10,240

80,480

うち 60,000円を
スタート応援基金より支給

いろいろな資格取得に挑戦し

たいです。周りとの関係作り

に神経を使ってます・・



4-b. 平成２９年度事業報告
【後援会だより】

房総双葉学園後援会だよりNo.９発行 平成２９年７月１日
400部発送（学園だよりとともに発送）

房総双葉学園後援会だよりNo.１０発行 平成３０年１月１日
400部発送（学園だよりとともに発送）

【寄付者に対するフォローアップ】

サンキューレターの発送：３８枚

実際に出向いてお礼：１回
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4-b. 平成２９年度事業報告
【交流会】

第１回交流会 平成２９年６月４日（日）：１８名参加、内児童7名
目的：後援会役員、児童（高校生）、職員の交流を深める

つながりを感じるワークショップ

千葉の郷土料理をグループ調理

食事、交流
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4-b. 平成２９年度事業報告

【ホームページ新規作成】

http://blogs.makusta.com/koenkai-f/

制作費ゼロ円（職員原田さん協力）

役員体制、会計報告情報掲載

後援会だより掲載

卒園生との接点

入会、寄付案内

HPより新会員入会実績１名（２９年度）
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4-b. 平成２９年度事業報告
【房総双葉学園60周年記念式典】

平成２９年11月18日（土）：後援会長、楠原役員参加
後援会長挨拶

式典・祝賀会への参加

各関係者、支援者、児童との交流

新設ホームページ案内
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4-b. 平成２９年度事業報告
【卒園生の体験談を聴く会】

平成３０年１月２８日（日）：卒園生4名、来場54名
卒園生の体験を地域・支援者に知ってもらう

卒園生の体験を在園生の未来に活かす

卒園生の体験を後援会活動に活かす

卒園生のアピールの場

卒園生同士の集いの場

成人お祝い金、手渡しの機会（会場手渡し２名）

当日来場者からの寄付金３９,８６４円

学園、後援会との継続的なつながり強化
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4-b. 平成２９年度事業報告
【成人式お祝い金】

平成29年度対象者4名

一律２万円

学園、後援会との継続的なつながり強化

他にお祝いをくれる人が少ない中、

嬉しかったとの声
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4-b. 平成２９年度事業報告
【法人化につて】
上野副会長を中心に役員会にて勉強会を３回開催

『NPO法人』と『（非営利）一般社団法人』を中心にその違い、メリット、デメリットを検討

NPO法人は、設立まで時間と労力がかかる、毎年政令指定都市の監督に対応が必要

一般社団法人は設立時、登録免許税と定款認証費用として１１万円以上かかる

法人化されると後援会の透明性が増し、信用度も上がり、寄付が集まりやすくなる

一回に１１０万円を超える大口寄付に対しても贈与税がかからなくなる

役員会の限られた時間、事務局の仕事量等を考慮して、２９年度は先送りした
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5-a. 平成３０年度後援会活動【規約変更】
【現規約（目的部分）】：

本会は、児童養護施設「房総双葉学園」の卒園生が安定した社会生活を送るために必要な援
助を行う

【変更案（目的部分）】：

本会は、児童養護施設「房総双葉学園」の卒園生・在園生・退園生が安定した社会生活を送る
ために必要な援助を行う

【変更理由】：

習い事支援、卒園生の話を聴く機会等、在園生をサポートすることが卒園後の安定につながる

家庭復帰する子どもが多い中、退園する児童の中に支援を必要とするケース

制度の狭間、厳しい状況にある児童の将来を安定させる為には柔軟な対応が求められる
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5-b. 平成３０年度後援会活動【目的・目標】
後援会活動の目的：

集まった寄付金の公正かつ効果的な使い方に関する情報収集、議論

継続的、発展的な寄付金収集

平成３０年度の目標：

前年度までに確立した事業の確実な遂行

卒園生、在園生、施設職員との交流を通じ更なるニーズを発掘

新事業、運営形態について検討、次年度以降の提案につなげる

年間目標寄付額： １００万円
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【交流会】

第２回交流会 平成３０年６月３日（日）１０：００～
卒園生体験談を聴く会DVD鑑賞（高校生、在園生、職員）
調理：後援会役員、児童（高校生）、職員の交流を深める
食事交流会：地域・支援者を含めた交流を促進

【総会】

第３回総会 平成３０年６月３（日）１３：１０～
平成２９年度事業報告、決算報告、監査報告について
平成３０年度事業計画（案）等について
卒園生体験談を聴く会DVD鑑賞（後援会希望者対象）
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5-c. 平成３０年度事業計画（案）



【役員会】

基本的に奇数月第３水曜日19:00～ （次回は７月１８日開催）

１１月は学園祭と同日の１１月２３日（祝）開催

１月は卒園生体験談を聞く会と同日の１月２７日（日）開催

【後援会だより】

房総双葉学園後援会だよりNo.11発行 平成３０年７月

房総双葉学園後援会だよりNo.12発行 平成３１年１月

【寄付者に対するフォローアップ】

サンキューレターの発送、電話でのお礼、実際に出向いてお礼
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5-c. 平成３０年度事業計画（案）



【スタート応援基金】

対象者：２名（高校卒業予定者）

予算額：一人当たり６万円（平成２９年度同額）

児童の自主性、計画性を養うため、担当役員配置、申請、面接制とする

【成人式お祝い金】

全員一生に一度（成人式にお祝金を渡すことで、連絡が取れるメリット有り）

一律３万円（今回実績、他に祝ってくれる親戚等いない子が多い事を考慮）

対象者：２名
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5-c. 平成３０年度事業計画（案）



【臨時給付金】

昨年度スタートした緊急時給付金を臨時給付金として拡大

支援ニーズがケース毎多様であり、柔軟な対応が必要とされる

施設長が対象者と金額を決める（年間予算：上限５０万円）

一人１回までの利用制限

スタート応援基金６万円では足りない場合等にも活用

冠婚葬祭や退園生の進学支援等、制度上施設がやりたくても出来ない支援

安易に渡すのではなく制度や社会資源を利用できるようコーディネート
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5-c. 平成３０年度事業計画（案）



【その他、検討中の事案】

後援会の法人化について

更に寄付を増やすための仕組みづくり（チャリティーイベント開催等）

在園生の習い事や一人旅へのサポート
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5-c. 平成３０年度事業計画（案）



5-c. 平成３０年度年間スケジュール
６月： 第２回交流会、第３回総会

７月： 役員会、後援会だより発行

９月： 役員会、スタート応援基金説明会

１１月： 学園祭参加、役員会、スタート応援基金申請受付

１２月： スタート応援基金書類審査、面接開始

１月： 卒園生体験談を聴く会、成人式お祝い金給付

役員会、後援会だより発行

３月： 役員会、監査

31



6.平成２９年度決算・監査報告

別紙資料をご参照下さい
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7.平成３０年度予算（案）

別紙資料をご参照下さい
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8. 質疑応答
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